
木材利用システム研究会 第 150 回月例研究会 

【対面開催】 

 

 

サステナブルな『森の国・木の街』の実現を目指して 

林野庁長官 小坂善太郎 氏 

 

 

林野庁は、来年度の予算要求に盛り込む重点事項として、小泉農林水産大

臣が打ち出した新方針を踏まえ、「『森の国・木の街』プロジェクトの実現に

向けた森林資源循環利用施策の総合的な展開」をテーマに掲げています。 

当研究会が掲げる重要な目的の１つである「木材産業のイノベーションに

よる木材利用の拡大」は、この林野庁の新方針と親和性が高いと考えられる

ことから、2026 年１月の月例研究会では、林野庁長官の小坂善太郎氏を講

師にお招きし、木材利用を通したサステナブルな社会の実現を目指す『森の

国・木の街』プロジェクトの実現に向けた課題と展望について講演頂きます。 

小坂氏は、1988 年に農林水産省に入省後、国有林野部業務課長、森林整備部計画課長、国有林野

部長、森林整備部長、林野庁次長を歴任され、本年 7 月に林野庁長官に就任されました。木材産業課

木材製品技術室長のご経験もあり、木材利用に関する豊富な知見をお持ちです。当日は、小坂長官と共

に、今後の木材利用のあり方について、業界に関連する皆さまとしっかりと議論するため、講演終了後

に賀詞交歓会の開催も企画しております。 

木材利用システム研究会が長年に渡り注目してきた、木材利用の拡大による気候変動対策や地域活

性化への貢献は、木材産業にとって今後も引き続き重要な取り組みです。国際情勢が揺れ動く今こそ、

当研究会の掲げる目的に沿った活動の継続が肝要であると考えております。 

多くの皆さまの参加をお待ちしております。 

 

 

  ～ 記 ～   

□ 会    場： 2026年 1 月 21 日（水）16：30～18：00 

□ 会    場： 東京大学農学部中島記念ホール【対面開催】 

□ 主    催： 木材利用システム研究会 

□ 後  援： ウッドミック、日本林業調査会、日刊木材新聞（予定） 

□ 参 加 費： 会員：無料、非会員：3,000 円 

        賀詞交歓会 5,000 円（18：00～20：00） 

□ 申込期限： 2026年 1 月 19 日（月） 

□ 申込方法： 研究会ホームページ（https://www.woodforum.jp）からお申込み下さい。 

 

 

 

 

木材利用システム研究会事務局：（知念、秋津、長坂） 

〒113-8657 東京都文京区弥生 1-1-1、7 号館 B 棟 438 室 

東京大学環境材料設計学研究室内 

電話：03-5841-7506 FAX：03-5841-0915 

メール：info@woodforum.jp 

研究会ホームページ 
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